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【内容抄録】 家兎 7完疫ジテ符タル抗策色昔日萄i伏球菌「干ロピ；／J 7以テ、 w黄色葡萄ilk球繭・喰燈作

用ヲ検γ、此ノ際抗原ト Vテ、人間肉限、家主E肉陸、此等ノ封照1、ミ／テ人間淋巴腺組織、人間筋肉組織

rJ路縛診組織、摂痕組織号事ノ生・ 3定爾液ヲ添加 Vデ共ノ影響ヲ御霊祭ジ担 Jレエ人問、家鶏隠肉腫液ユ於テ

ノミ例外無F相一致VテYνyν 「イムペヂン」現象ヲ立怒号／、其ノイ血ノ抗原種ニテ戸惑モ之ヲ立謹v

符ザリキ。

各施抗原周五＇＼： 7 0,1ヨ事 0,2銘。或ノ、 0,2ョリ 0,4施。或ハ （l,'.l ヨリ ＜＇，3施 1、二段ニ重量イヒサセテソ

ノ抗原用1立ト喰菌作用 1、ノ囚果関係ヲ耳誕祭ジタノレニ、人間淋巴腺組織及ピ~＜~筋肉液ニテ ρ用j足 0,5施

ユ至νパ、 II｛＼菌作用 7減弱i!:Vムル事ヲ知官タリ。

以上ノ立謹ユヨすテ従来成v遂ゲラレタノレ「-1.A A ヂ；／J 現象ニ閥ス Jレ一切ノ研究結果トキ目待クテ人

間ニ於テ毛家鶏ユアリテ毛「肉腫」~生ノ原因ハ一定ノ後生物タラザルベカヲザルゴ 1、ノ推定ニ到達セ

可。

緒言

我等盤・撃討究ノ；歩ア辿ル者＝トリテ、常＝研究興味ノ ~t照トナルモノニ悪性腫揚ノ問題

アリ 。而モソ ノ費生原因論＝至リテハ古来諸説粉々トシテ師スJレ蕗ヲ知ラザルナリ。

部＝余等ハ抗黄色葡萄欣球菌「トロピシ」作用＝於ケJレ「イムベヂン」現象ヲ立詮シ

（日本外科賓函六各五競参照）、 又斯ル「トロピン」作用「イムペヂン」現象ハ、細菌性

抗原樫（蛋白韓）＝於テノミ立誼セラレ、非細菌性抗原盟（蛋白盟）＝於テハ決シテ立誼

シ得ザルモノナル事ア報告セリハ（日本外科宜函六各六競参照）。

余等ハIWヂ、今本貰験＝於テ斯JL-抗黄色葡萄欣球菌「トロピン」ノ封黄色葡萄蹴球菌喰
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佳作用ヲ指標トナシテ、肉腫、痛腫等感性腫揚エヨ Jレ「イムベヂシ」現象ヲ吟味れ併セ

テ此等腫j~愛生論ノ一部＝及バシトスルモノナリ。

捜査材料

一、黄色葡萄欣球菌原液。黄色葡萄扶球菌ノ廿四時間寒天斜面培養ヲ 0,5%石炭酸加 0,85

%食種7kニ浮俳セシヌタルモノヲ掃氏六十度ノ重湯煎中＝テ30分聞かliliil.殺菌シ、遠心シ

テ菌韓ト上澄液＝分チ、此ノ菌膿ヲ更＝食盟水＝テ三国法機シテ再ピ前記食盟Jkヲカ日ヘ

タJレモノナ P。ソノ菌量ハ 1路中＝約0,0021耗ナリキ。

ご．伏回肉腫液。患者伏悶某＝費生セル肉腫組織ノ一部ヨリ製ス。病史ハ後掲セリ。

（甲） 生液（略符 NSF）前記ノ肉服組織片ノ 1瓦＝封シテ、 0,85%食堕7kヲ5JI毛ノ割

合＝注入シ乳鉢中＝テ良ク磨昨シテ、ソレヲ試験管＝＝入レテj藤氏100度＝テ沸騰シツ

ツアル霊湯煎中＝テ 5分間煮沸シ、可凝性蛋白樺ヲ凝固セシメタルモノヲ強力遠，c_，シ、

上澄液ヲトリタルモノナリ。此上澄i夜ハ次白色 ＝＝－i，閤濁シ居タリ。

（乙） 30分煮液（略ね・KSF 30') （甲）ノ一部ア更：＝.30分間煮沸セルモノナリ n潤濁ノ

程度ハ（巾）ト費ル事無ク、且ツ沈澱等モ生ゼザリキ。

三、淋巴腺液。（封照用）前記患者伏問某ノ雨側鼠践淋巴腺ヲ別問シタルモノヨヲ製ス。

（甲） 生i夜（略符 NL)

（乙） 30分煮液（略ね： RL20') 共＝柏ij園濁シグル液ナリ。

問、脚l臓液。前記患者伏回某ヨり刻LI¥セル！？早臓ヨリ製ス。

（巾） 生液（略符~：：＼［）槌赤色ノ澄明液ナリ。

（乙） 30分煮液（略1:fJC¥[ 3.／）梢々潤濁スレ共、沈澱等ハ生セ・ザリキ。

五、赤岡修］腫液。患者赤間某ヨリ刻出セノL肉瞳組織F；会ヨ H製ス。病史ハ後掲セ Pn 

（叩） 生液（略符 NSA〕 （乙） 30分煮液（略ね： RSA 301) 

共＝次白色＝掴濁セル液ナレ共、沈澱等ハ生ゼザリキ。

六、筋肉液。（封照用） 前記患者赤間某ノ肉店費生母地ノ筋肉ヨ H製ス。

（甲） 生液（略符 NU) （乙） 30分煮液 （略符 KU30つ

共＝無色透明ノ液ナリ υ

七、疲疫液。（封照用）某患者ノ前額部ヨリ除去セル疲痕組織ヨリ製ス。

（甲） 生液（略ね・NB) （乙） 30分煮i夜（略符 KB30') 

共 ：＝.1J；ミ白色＝調濁セル液ナリハ

八、結液。胃痛患者ア開腹シ、ソノ大網膜ェ於ケル牌移組織ヨリ製ス。検鏡ノ結果腺細胞

痛腫ナリキ。
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（甲） 生液（略1}::'¥K) （乙） 30分煮if日（lllii-)}KK 30') 

共＝次白色＝i図濁セルモ沈澱等ハ生ゼザリキO

}L、家鶏肉腫i夜。健常家鶏＝移植後二週間目＝シテ胆揚ア剃出手製ス Q 粘液肉腫ナリ。

（巾） 生ii立（略ね： NH) （乙） 30分煮i夜（略符 KH3C') 

共＝次白色＝i図濁セルモ沈j殴二ν、生セ‘ザリキ。

-0、家鶏筋肉液。（針j照用）健常家鶏ノ筋肉ノ一部ヨリ製ス。

（巾） 生液（略符：：＇＼ DH) （乙） 30分煮illz（『lrr1"}K℃H 30つ

共＝無色透明ノ液ナリ。

（二） 乃至（－0）ノ生・煮雨液ハ只材料ヲ異＝スルノミェテ、さをク（ー）ト同一製法＝依リ

テ得タルモノナルガ、只（四〉（七）CJL)(-0）＝於テハ 0,5%石茨酸加0,85%食堕水ヲ

使用セリ。

一一、非働性菟疫家兎血清（「トロピシ」ヲ合ミ「オプソ＝ン」ヲ合マズ）

髄重二砥ノ家兎静脈内＝六回＝分チ、黄色葡萄i[,lTJ；、菌煮沸莞疫元ヲ合計28耗注射シ、 J凝

集慣1500：：.建シタルモノヲ杢潟血シテ血清ヲ分離シ、56度30分間加温シ非働性トナシ、

ソノ中＝合7 レタル「オプソ＝ン」ヲ減殺シ、「トロピシ」ノミヲ存在セシメタルモノナリ。

一二、非働l't健常家兎血清。（釘服用）

必要＝際シ腫重 2砥ノ健常家兎ヨリ必要量丈探血シ、血清ア分離シテ 56度30分間加Ii且

シタルモノナリ n 此中＝ハ「オプソユシ．」無ク、勿論「トロピシ」無シ。

検査方法

余等ハ抗黄色葡萄駅球菌「トロピン」ヲ使用シテ針黄色市j萄蹴球菌喰盤作mヲおスJL= 

際シ、抗原トシテ前記各種生・煮ー南液ヲ 0,1ト0,2路、或ハ 0,2ト0,1路、或ハ 0,2ト0,5括

ノ各二段＝抗原用量ア饗化サセテ、此等抗原種ノI食菌作用＝及ポス；影響ヲ絵査セリ。 （抗

原種ト其ノ用量トノ関係ハ毎回質験ノ部＝詳記セリ。）

余等ハZ象情試験＝依リテ該原菌液ヲ 51吾＝稀探シタ Jレモノガl住菌作用検査菌量ト手テ最

モ趨営ナル事ア知リ居Jレガ故＝、原液ヲ 0,5i1'毛トリテ、之＝前記ノ；如キ抗原量アj五fJllシ磁

飴ハ 0,855百食盤7k＝テ柿充シテ杢量ヲ 2,5"fl毛トナシタリ。｛旦シ（四）（七）（九）（ー0）等ノ

抗原ヲ用ヰタル際＝ハ 0,5%石茨酸加 0,85%食堕1kヲ以テ柿克セリ。

而シテ毎常1f，司々ー必ズ非働性健常家兎血清（「トロピン」ヲ合マズ）ヲ用ヰテ検査シ、

非働性克疫家兎血清（「トロビン」ア合ム）ヲ問ヰテノ貰験 ~:WIJ照トナシクリ。

「トロビン」測定法
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「トロピン」測定材料

一、非働性菟疫家兎血清。

二．非W：・性健常家兎血清。

三、白血球液。惜重 300瓦内外ノ健常治狽臨腔内エ中性肉汁 10斑ヲ注射シ、 4乃王 5時

間後硝子毛細管エテ穿刺シ テ取リ出シタル腹腔液ヲ其｛在使用セリ、

問、黄色葡萄AA球菌液。 jjfj記ノ：如ク抗原液ヲ以テ原菌液ヲ 5佑エ稀樟シタルモノナリ。

「トロピン」測定法ハ大田吃4よ氏ノ「オプソエシ」測定法＝従ヒタリ。自11チ一定ノ硝子

毛細管内ユ前記白血球、黄色葡萄；iJ：球菌i夜、非働性菟疫家兎血清 、 ~JJ!n ＝ハ同健常家兎血

病ノII国＝各々同量宛空気ノ間隔ヲ置キ7吸入シ、次デ之ヲ小冊子皿ノ上ニ吹キ出シ、良ク

混和シク JL-後夏＝他ノ五1'！子毛細管＝入レ、 37広ノ府：卯器内：＝.18分間放置シ、北デ塗抹標

本ヲ作れ乾燥固定後主主主氏液＝テ染色検査セリ。

検査＝首リテハ、多核白血球、大qi接移行型ノ輪郭正シク良ク染色セルモノノミ 100個

乃至200（質験第I，第2，第 3)iii日ヲ選ピ、蕗i臨ハ正シク白血球惜内ニ包；食セラレタルモノ

ノミヲ計算シタリ。但シ 11同ノ白血球中 51間以上ノ ti~ ア包喰シタルモノハ誤算ノ！実アルヲ

以テ除外シ、又白血球ト菌トノ比例ノ甚シク異レルJ沼野ェ於ケルモノモ除外シタリ J喰」・

「 J ~，＇.i」・「子」ノ数ハ線テ白血球 100 佃 ~ii ノモノヲ以テ表ハピ リ。

伏田肉腫ヲ以テJ披査（貨駿第1)

伏回肉腫ノ：生・煮両法ヲ各0ム 0,4 耗宛、 l\HJ!\~ トシテ 0,85%食盟JI\. ヲカII ヘタル菌液ヲ

以テ 4回＝亙ル検査結果ハ第 1表及ピ第 1困＝示スガ如シ。

I f;J抗 l喰｜商 ！？原 ｜一 一γ一一一1 ' 1一 一 一一一－
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I NSF I 16 I 13 I ：！~ • 20 ! H . 33 
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所見概括

（ー） 非働性菟疫家兎血清

並＝同健常家兎血清ヲ以テノ

検査＝於テ、喰菌子ノ；数ハ常

エ煮・江主ヲカ日ヘタルモノガ生液

ヲカ11ヘタルモノヨリモ大エシ

テ、食堕7kヲカHヘタルモノガ

最小ナリキ。

（二） 非働陸菟疫家兎血清

ヲ以テノ検査結果ハ、同健常

家兎血清ヲ以テ検ノ査結果ヨ

リモ常＝大ナリキ。

（三）抗原用量ヲ 0,2 ョリ

O,!J昆＝増加シグル＝、一

致運行シテ喰菌作用モ亦タ

:J-{1~.＠.セラレグリ。

健常淋巴腺組

織液ヲ以テJ

検査（貫験第2)

.•I 

健常1Ji.巴腺ョリ f生・煮

雨i夜各0,2及ピ 0,5tJ;毛宛並

＝主J照ト シテ 0,85%食堕

＊・ヲ加ヘタル菌液ア以テノ

2回＝亙ル検査結果ハ、第

2表及ピ第 2固＝示スガ如

ー－1

シ。
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伏悶淋巴腺組級生p煮剛氏 0,2ccm及ぼ 0,5cαn
第二表

ノ：影響ヲ受ケタル「トロビンJ作用（第二闘参照〕

i抗司抗｜ 附 I 苗 ！ 子

所見概括

i原｜ 原 ｜ 一三一一 I ＿＇士一一一一一一一一
＝よ：~!L＇ー丸.~ごし里」ニ世ι免~·で＿f7J::c
検 I0 ')' NI，；叫：－. ：.＞内 fl7 i川： in:;,:-, ；，乃

（ー） 非働性免疫家兎血清

並＝同健常家兎血清ヲ以テノ

桧査＝於テ、喰蘭子ノ；敢ハ煮

液ヲ刻lヘタルモノガ生液ヲカII

ヘタルモノヨリモ常＝小ナリ

キ。食堕7,f(ヲ加ヘタルモノハ

吏＝ノj、ナリキ。

I ,- KL3'l1 ：！；：，ユ 10 l 53,!) ! 1:: 77 :!:: 
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（二） 非働也健常家兎血清

ヲ以テノ検査結果ハ常＝同健

常家兎血清ヲ以テノ検査結果

ヨリモ大ナリキ。

（三） 抗原用量ア 0,2ョリ

0,5耗＝増加シタル＝反ツテ

第二圏
伏悶淋巴腺組織生・煮雨i夜0,2ccm及ピ 0,5ccmノ影響

7受ケ担 iv「FロビンJ作用「喰」「i萄I子」〔第二表参照）

~－ 州防空I:発疫fr~三竺き
＼ 家兎血清加 lirr一一五騒アk

ソレエ逆行シテ喰菌作用ハ減弱セラ

E巳￥詐ー←ーに一一 〉

1一一一＝~Tt
レタ P。

肉腫患者牌臓組蟻ヲ以テ

J寅駿（賞験第3)

肉腫患者ノ牌臓ヨリ製シタル生・

煮雨i夜ヲ各z0,2及ビ 0,4耗宛加lヘタルl'ii波及ピMJITTトシテ 0,5%石炭酸加l0,85%食盟71<

ヲ添加シタル菌液ヲ以テノ 3回ニ亙ル検査結果ハ第3去及ピ第3回＝示スガ如シ。
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第三表喜号室？？管宅·~zi:r:f:.--~3f~~＇.7 タ三官芸品作
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所見概括

（ー） 非｛動性菟疫家兎血清並＝同健常家兎血清ヲ以テノ検査＝於テ喰菌子ノ；敷ハ煮液ヲ

1111ヘタルモノガ常＝生法ヲ均lヘタルモノヨリモ小ナリキ。市シテ食盟1.kヲ添加シタルモノ

ハ最小ナリキ。



第三国
肉腫患者牌臓生・煮雨液 O，宮ccm及ぜ 0,5ccmノ影響ヲ
受ケタル「トロビンJ作用「喰J「菌f子」〔第三表参照〕

非働問疫~I~＝オ
家兎血拘inlm・・・一．司食盟7・)'<. 

非働働性俊常fI~：－ 
家兎血詰号加 l 一llll’ 一食腹水

非働住兎疫家兎血清

ヲ以テノ検査結果ハ向健常家

号E

（二〉

自存理芸七明Z耐型電科外木日52 

兎血清ヲ以テノ：検査結果ヨリ

生液ア加ヘタルモノ

モ常＝大ナリキ。

（三）

ソY用量ア 0,'2ョリ

0,4i!毛＝増加シタル＝一致連

ルモノェ於テハ殆ド雨者ノ揚

て？相等シカリキ。

癒痕組織液ヲ以テJ

責験（賞駿第 ・1)

行シテ喰蘭作用モ亦タ増強セ

ラレグレドモ、煮液ア加ヘタ

ユアハ、

JO 
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をr
消：｜〆百
若し＿＿＿＿＿＿－n i I 
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食堕7Kヲ加ヘテノ 3回＝亙ル検査結果ハ第4表及ピ第4固＝示スガ如v。
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第四国勢号~；·，.~~：~~~c祐三r~~c~；；理
（第四表参照〕

括

非｛動l1:3E疫家兎血病並

概見所

（ー〉

＝同健常家兎血清ア以テノ検査

＝於テ喰菌子ノ；数ハ煮液ヲカHヘ

タルモノガ生液ヲ加ヘタルモノ

I /AI 

60 
／ 

JI) 

ilf働性免疫f／，竺三雲
純血精力Hlfri:－・－・査盟水

非働性健常fT;:・::: 時

室長兎血清加liir’一一ー査盟＊

ヨリモ常＝小ナリキ。煮抗原

0.2 路ヲカHヘテノ結果ハ食盤7](

ア加ヘタル封照＝スラ及バザリ

（二）

以テノ；検査結果ハ同健常家兎血

清ヲ以テノ桧査結果＝比シ常＝

抗原用量ヲ 0,2ョリ0,4

非働住菟疫家兎血清ア

キ。

大ナリキ。
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1毛＝増加シタル＝喰首、i作用モ亦

タ一致連行シテ増強セラレタリ。

赤田肉麗ヲ以テノ駿査（貫験第5)

赤田肉腫ノ生・煮雨液ヲ各々 0,1及ピ 0,2括及ピ割・照トシテ 0,85%食堕1kヲ添加シタル

菌液ヲ以テノ 3回＝亙ル検査結果ハ第5表及ピ第5固＝示スガ如シ。

'JJ式問肉腫生・煮爾波 0,lccm及ピ 0,2ccmノ影響
ヲ受ケタ pν 「トロビン」作用（第五闘参照）
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括概見所

非働l主菟疫家兎血清並ニ同健常家兎血清ヲ以テノ；検査＝於テ．喰菌子ノ；敢ハ煮液〈ー）

ア加ヘタルモノガ生液

第五国~~~~ιf!~~；泣祝福：之涼if：~；｛＝
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常＝大ナリキ。

（三）抗原用量ヲ0,1

ヨリ 0,2括＝増加シタ

ル＝一致連行シアI食菌

作用モ亦タ増強セラレ

タリ。

ーーー－JII’

;.2, 

赤田筋肉ヲ以テノ；検査（賀験第 6)

筋肉ヨリ製シタル生.;ti：！罰法ア各0,2及ピ0,4i毛宛，！－J照トシテ 0,85%食盟7.kア加ヘタル

菌液ヲ以テノ；検査結果ハ第6去及ピ第6固＝示スガ如シ。
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赤岡肉膜霊童生部周閤ノ筋肉生・煮繭液 0,'lccm及 t'0,4ccmノ
影響7受ケタル「トロビンJ作用（第六闘参照）
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癌組織液ヲ以テノ検査（賀駿第7)

胃痛轄移組織ヨリ製シグ；i-生・煮雨液ア各0,2及ビ 0,4i毛宛、割問トシテ 0,8557，；食堕7k.

ア加ヘタJv菌液ヲ以ア 3回＝亙ル検査．結果ハ第7表及ピ第7園ニ示スガ如、ン。
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テノ検査結果＝於lfO 
商法 0,2ccmJ;えピ 0,

テ、喰菌子ノ；数ハfOO ンE

4ccmノ響影ヲ受ケ

生液ア加ヘタルモfO 

4隊員ν「トロビンJ 1'1• 
ノガ、煮液ヲ加へ•l 

タルモノョリモ常

非働性兎

疫家兎血清ア以テ

ノ検査結果ハ同健

＝大ナリキ。市シ

テ食堕7.1¥.ヲ加ヘタ

ルモノハ最小ナリ

キ。

（二）

a年

用「喰J「菌」「子」（表

七第五善照）
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7宮家兎血清ア以テノ：検査結果ヨリモ常＝大ナリキ。

（三） 抗原用量ヲ O，宮＝ヨリ 0,4路＝増加シタル＝生液ヲ刻lヘタルモノエテハ、ソレ＝

一致連行シテ、喰菌作用ハ増強セラレタルモ、煮液ヲ加ヘタルモノI支ツテ逆行シテ喰菌作

用ハ減弱セラレタリ。

家鶏肉腫液ヲ以テJ検査（寅験第 8) 

家鶏肉腫組織ョリ製シタル

生・煮雨液ア各 0,2及ピo,H毛

宛、！－J照トシテ 0,5%石茨酸JJn

0,85%食堕Jkブ加lヘタル菌t夜ヲ

以テ3回ニ亙）＼，検査結果ハ第8

表及ピ第8固＝示スガ如・ン。

所見概括

（ー） 非｛動性克疫兎血清並＝

同健常家兎血清ヲ以テノ；徐査＝

於テ喰菌子教ハ煮液ア加ヘタル

モノガ生液ア加、クルモノョリ

モ常＝大ナHキ。而シテ食堕ノk

ヲ加ヘタルモノハ最小ナリキ。

（二） 非働性菟疫家兎血清ヲ

以テノ賓験結果ハ同健常家兎血

清ヲ以テノ賓験結果＝比シ常＝

大ナリキo ~. 

（三）抗原用量ア 0,2ョリ0,4

耗＝増加シタル＝、生液アカ日へ
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書記鶏肉脆生・煮岡液 O，ヨ四国及び 0,5ccmノ影響ヲ受
第八園クタル「トロビンJ作用「喰」「菌」「子J （第八表参照）
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I _-1・ 担i "' ／ ノr

ゥ，＇__ _,- __ ,n・世件 _ __,,. If!'「て二γ →z 

i ~~~－~－：：－ -DI t＇－：：：二：：－：：~－4 上［一一 ---ill' 

i>t，，←ー’ー『皿’.！%，，，•. ・.--- J ,,! 

n ；~u ；：二万一 一ーと一一川釜 孟 , ,. 

家鶏筋肉生・煮爾液 (1,2ccm及ピ

第九表立二：ば饗ヲ受ケ

（第九闘参照〕

で1_;j＝おj九iヵ

所見概指

（ー） 非働性菟疫家兎血清並＝同健常

家兎血清ヲ以テノ；除ft.＝：.於テ喰菌子ノj敏

ハ生液ヲ1mヘタルモノハ常＝煮液ヲ刻lヘ

タルモノヨリモ大ナリキ。市シテ食堕7.k

ヲカ11ヘタルモノハ最小ナリキ。

第九園

家鶏筋肉液ヲ以テJ
按査（賃験第 9) 

家鶏筋肉ヨリ製シタル生、

液各 0,2及ピ0,5g毛宛、封照

ト煮シテ 0,5%石炭酸加o,85

M食盤7.kア添加シタル菌液ア

以テノ；検査結果ハ第9表及ピ

第9闘＝示サレタリ。

家鶏筋肉生・煮爾浪。三ccm及 b.' 0/> 
ecru ノ鯵型車ヲ受ケタル「トロビンJ作
用「＂~し「蔚J「子J（第九表参照）

§lfo働性健常 r1-1定
吊 jII一一一生

家兎血精力日 lIIIー“ー食飽＊

’F ’ .... 
非働性完疫 jll' ：~ 
家兎血清月日 1III’一一一芸盟水
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（二） 非働l生兎疫家兎血清ヲ以テノ検査結果ハ同健常家兎血清ア以テノ検査結果ヨリ毛
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常＝大ナリキ。

（三） 抗原用量ア 0,2ョリ 0,5持＝増加lシタルニ喰菌作用ハ反ツテ並行シテ誠弱セ 9。

所見線括並＝討究考察

J海市平骨髄（器韓議幹事告｜者
；［喰~I ：：~h:li::l-:l:l~l－，~l~：l~j~l~li:Q;l:I雨戸戸

以上ノ所見ヨリ余等ハダ〈ノ事賓ア認識シ得ルナリ口印］チ

一、伏回肉腫、赤田肉腰、家主E肉腫液ヲ以テノ検ft結果＝於テハ、常＝其ノ煮液アカIIヘ

タルモノガ生液ヲカHヘタルモノエ優リテ試験管内l官菌作用ア促進シ、 it｛｝摂トシテ食聾7.kヲ

カHヘタルモノハ最小ナリキ。

二、共ノ他ノ淋巴腺、牌臓、疲痕、人間及ピ家実息筋肉、搭腫等ノ組織ア以テノ賞験＝テ

J、共ノ煮液ヲ加ヘタルモノガ、共ノ生i夜ヲカHヘクルモノョリモ常＝喰菌作用ハノj、ナリキ。

市シテ食盟水ヲ加lヘタルモノハ最小ナリキ。

三、貫験第2及ピ寅験第 9＝＇－ 於テハ抗原用量ヲ 0,2ョリ 0,5括ニ増加シクル＝、反ツテ

並行シテ喰菌作用ハ減弱シタルガ、共ノ他ノ貫験＝於テハ、抗原用量ノ増加＝一致運行シ

テ喰菌作用モ亦タ増強セラレタリ。但シ賓験第7＝＇－ 於テハ煮液ヲ加ヘタルモノノミガ反ツ

テ抗原用量＝逆行シテ喰菌作用ハ減弱セラレタリ。

四、非働性菟疫家兎血清ヲ以テノ検査結果ハ同健常家兎血清ヲ以アノ検査結果ヨリモ常

＝大ナリキ。

余等ハ更＝此等所見＝就テ討究考察ア試ル所アルペシ。
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余等ハ先ヅ伏回肉腫ガ淋巴腺系統ニ護生シタルモノナルガ故＝、ソ J肉腫組織ヲ以テノ

検査＝劃照トシテ、同人ノ雨側鼠践部ヨリ健常ナル淋巴腺ア別出シテ以テ検査ヲ行ヒ、更

＝叉、肉腫ハ結締組織ア以テ組成セラルルモノナルガ故＝、結締組織ーノ豊富ナル痕液組織

ヲ以テソノ劃照寅験トナシグリ。

又赤間肉眼へノ釘！ITTトシテハ肉腫愛生母地ヨリノ健全ナル筋肉ア以テシ、同クク家鶏肉

腫ヘハ健常家鶏ノ筋肉ヲ以テWH照トナシタ F。

又胃痛碍移魁餓ーヲ以テ桧査シ、肉腫紅餓ーア以テノ検査結果ト比較セリ。

更＝余等ハ伏同某ノ牌臓ノ会別出ア行ヒ、之ア以テ検査シ肉腫患者ガ全身＝受クル細菌

墜的影響ノ有無ア検査シタルナリ n

斯クテ此等検査ノ結果ハ前述セル如ク、線、テノ肉腫液＝於テノミ、ソノ煮液ガ生液＝優

Fテ喰菌作用促進能力ア増進セシメ、其ノ他ノ抗原液＝於テハ、煮液ガ締テ生液ョリモ喰

菌作用促進能力ガ小ナリキ。

斯ル事貫ハ、公等ガ使用材料中肉腫組織液＝ノミ「イムペヂシ」ア含有スルガ箆＝惹起サ

レタルモノニシテ、白］チ該組織生液ア30分間煮沸スレバ、ソノ中＝含有サレテ居リ乍ラ、

喰細胞ノ菌喰：瞳作用ヲ阻止スル「イムベヂシ」ハ破却サレ、只耐煮沸性大ナル抗原性物質:Jl

存在シ、故＝抗原性物質ヲ有シ乍ラモ、ソレ＝附帯スル「イムベヂシ」ヲ合ム生液＝優リテ、

喰菌作用ヲ増進セシメタルナリ。

サレド時＝人アリテ「此現象ハ他ナシ、生液ノ：葦力ガ煮諒ノ毒力ニ優リ居Jレガ故＝、喰

細胞ヲ中毒セシメソノ菌喰撞能力ヲ減弱セシメタルモノ＝過ギズ。」ト言フナランモ、斯Jレ

毒力説ガ一顧ノ（買値モ無キ事ハ師＝麗々余等ノ説ケル庭ニシテ、本質験ニテモ貰験第1貰

験第5賓験第 8ノ結果ヲ仔細＝観察スレパ、ソノ誤リナル事ハ判明スペシ。印チ此等ノ賓

験＝於テ、伏悶肉眠、液ハ生、煮雨液ヲ 0,2ヨリ 0,4括ニ増量シ、赤田肉腫ハ 0,1ョリ 0,2

耗＝、家鶏肉腫液ハ 0,2ョリ 0,.1毘＝増量シテ買験ア行ヒタルガ故＝、生液 0.2或ハ 0.4

時ヲカ11ヘシ際ハ同液 0,1或ハ 0,2蝿ヲカnヘシ際ヨリモ毒カガ俗刻！シタル諜＝ナルペシο 然

JI,ユ此等ノ；場合、喰菌作用促進能力ハ後者＝於テ反ツテ強シc是卸チ「イムベヂシ」墜説ア俣

チテ初メテ設明シ得ラルル事賓ナリ。

肉腫招織ノ；針照トシテ行ヘル淋巴腺組織、痕波組織、筋肉組織一等ノ抗原性物質ハ意思テ耐

煮沸性少ク、 30分煮液ヲカHヘタルモノハ、共ノ抗原性ノ大部分ハ破却サレ、既~5分間煮

沸サレタリト雄、抗原性ノ大部分ア有スル生i夜ヨリモ著シクソノ喰菌作用促進カア減弱セ

シメラレタルモノナリ。

而シア前記肉腫組織液中エハ此等淋巴腺組織液モ亦タ混入シ居ルガ故＝、ソノ煮液中ノ

淋巴腺組織＝基ク原抗性ハ生液中ノソレ＝比シテ、著シク劣レルモノナルペキ＝、賓＝生
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積中ノ「イムペヂシ」ノ阻止作用ガ甚大ナル鴛＝煮液ガ生液＝優 Pテ喰菌作用ヲ促進セシメ

タルナ、リ。

痛轄1主組織液＝於テハソノ抗原性物質ノ、耐煮沸性頗JL-ノj、＝シテ、「イムベヂン」現象ハ認

メf等ザリキ。

以上ヨリシテ余等ハ目下ノ鹿＝テハ肉腫組織＝ノミ「イムペヂシ」ガ含有サレ居JL-事ア認

メザルヲ得ザル＝至レリ。然ラバ此等「イムペヂγ」ハ何物ヨリ産出サレシモノナ Pヤ。

抑々「イムベヂシ」ナルモノハ鳥浪叡授ニ依リテ初メテ認識サレシ細菌（性蛋白睦）ノ保有

スル自己防禦勢力＝シテ、非細菌性蛋白賠＝ハ全然保有シ居ラレザルノ勢力ナリ。此ノ：事

質ハ余等ガ「抗黄色奄萄欣河、商「トロピ：..－＿＿；作用＝及ポス償金物生・煮雨括液ノ影響。第1

報）~至第 3 報」ノ貫験結果＝モ明z シテ、余等ハ此等事賢ョリ逝＝推論シテ、肉腫組織中

zハソレガ人間ノ肉腫＝テアレ、家鶏肉腫ニテアレ、該組組中エハ「イムベデシ」ヲ産出ス

Jレ細菌ノ存在スルモノ＝非ルヤヲ疑フモノナ Pn 換言スレバ、此等肉腫ハ微生牧感染院ノ

モノタラザルベカラザルコトヲ提唱セント欲スJレモノナリ。

由来悪性臆揚ノ護生原因設ハ頗ル多シ。若シ夫レ刺戟設＝至リテハ余等ノ首肯シ裏話キ結

ナリ。何トナレメ「刺戟」ト稿スル一般共通的ノ原因ニ依リテ、種々ナル「痛」叉ハ「肉腫」ナ

ル特殊ノ病的安化ヲ護生スト鴬ス事ハ考へ得ラレザ）t,.事項ナレバナ P。余等ハ特殊ノ病的

蜜化＝ハ必ズ特殊ノ原因（必ズシモ微生物ヲ意味セズ）アルベキモノグルコトア主張シテ止

マザルモノナリ。

「一般的原因（刺股）」ガ「特殊ノポ的蜜イヒ」ア起シ得ト矯ス設ハ結局「無」ヨリ「有」ア生シ得

ト設クガ如キノ類＝シテ病理感上ノ謬説トシテハ甚グ物足ラヌモノナリ。余等ハ本質験結

果ヨリ、痛ノ費生原因論ハサテ置キ「肉腫ハ感染性IWチ細菌性ノモノナルベシ』ト提唱スル

者ナリ。

而モ伏悶某ノ牌臓ノ呈シタル無「イムペチンー現象及ピ顕微鏡下＝主詮セラレグノレ無鐙化

（健常~犬態jハ肉腫ハ局所性ノモノ＝シテ金身性ノ感染＝非ル事ヲ物語Jレモノナルペシ。

天然痘ヤ狂犬病ノ病原髄ハ今日未グ立誼モセラレズ、純培蓑モ出来テ居ザルナリ。然レ

ドモ此等ノ病患ガ徴生物＝原因スルコトハ明白ナリ。同様＝余等ハ未グ肉腫ノ原因微生物

ヲ把鐙シ居ラズト!!It.肉腫組織ノ呈スJL-「イムベデン」現象ナJL-確回タJレ事質ュ立脚、ンテ、共

ノ原因ガ微生物ナルベキコトヲ主張スルモノナリ。

（三） ノ所見ユ至リアハ全クソノ抗原性物質ガ同時＝有スル抗原性及ピ葦J性＝原因スJレ

モノ＝シテ、抗原性ガ毒性エ優ル間ハ、ソノ増量＝一致運行シテ喰菌作用モ増強セラルレ

共、ソノ用量或Jv度ヲ越シテ毒性ガ抗原性ヲ凌駕スル＝至νバ反ツテ喰菌作用ハ抗原用量

＝逝行シテ減弱サレルモノナリ。
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卸チ置験第2＝於テ、叉賓験第8ェ於テハ抗！京用量ヲ 0,2ヨリ 0,5路＝増加シタル＝、

共ノ：毒性ガ抗原性ヲ凌駕スJレ＝至リグルモノナリ。

又貫験第7＝於テ煮液ヲ加ヘシモノガ、ソノ用量O,H毛＝ナリシ＝、ソノ抗原性ハ減クテ

反ツテ毒性強クナリシガ、生液＝於テハ勿論煮液ヨリモ毒性強キモ、抗原性ガ完全＝保存

サレテ居ルガ故＝、ソノ用量0,4路＝ナリテモ抗原性ガ毒性＝優リ居リシナリ。

（四） ハ「トロピ γ」含有ノ有無ヨリ生クタルモノ＝シテ、「トロピン」ヲ含有スル血清ア

以テノ；検査結果ハ「トロピン」ヲ含有セザル血清ヲ以テノ検査結果ヨリモ常＝大ナルペキ語

ナリ。市シテ非働性健常家兎血清ヲ以テノ；検査結果＝於テモ略々「トロピシ」ヲ以テノ：検査

＝於ケルガ如キ影響ヲ観得ルハ、海狸腹水ヨリ得タル白血球液中＝含マルル「オプソ＝ン」

ノ受クル影響ナリトシテ理解ス可キナリ。

結 論

一、抗黄色葡萄；u：球菌「トロピシ」ヲ以テ封黄色葡萄欣球菌喰盤作用ヲ検査シタルガ、此ノ

際抗原トシテ人間ノ肉腫、家鶏肉腫、人間淋巴腺組織、人間筋肉組雄、家鶏筋肉組哉、

人間牌組織、疲痕組織、胃癌轄移組織等ノ生・煮雨液ヲ加ヘテソノ喰菌作用促進能力＝

及ポス影響ノ程度ヲ観察セル＝、人間肉腫、家鶏肉腫ノ煮一司王ノミガソノ生itUョリモ喰

菌作用促進能力ガ大ナリキ。共ノ他ノ抗原種ニ於テハ例外無シ＝ソノ生液ヲ加ヘタル

モノガ、煮液ヲ加ヘタルモノヨ Fモ喰菌作用大ナリキ。 flJIチ人及ピ家鶏肉腫＝ノミ相

一致シテ「イムベヂシ」現象ヲ立詮シ得タリ。

二．以上ノ立設＝ヨリテ肉腫ノ護生ハ微生物＝原因スルモノナラシト推定セラル。

三、試験管内喰菌現象ノ犬小ヲ指標トシテ逝ニソノ抗原能働力ノ大小ヲ判定セシト欲ス

JJ...際ニハ抗原則量ノ談程度内＝於テノミ有意義ノモノナ P口是白l血清事上ノ一般的原

則ノーナリ凸

四、「トロピシ」ア合マザル健常家兎非働性血清ア以テノI宣菌作用ハ「トロピシ」ヲ合ム菟

疫家兎非働性血清ヲ以テノI宣菌作用ヨリモ常＝小ナリ。

五、健常海狽腹腔中＝中性肉汁ヲ注射シタ JJ...際、該液中＝混入シ＊JJ...接出液内ノ「オプ

ソエン」ノ作用モ亦夕、各種抗原液ノ：生・煮雨液＝ヨリ「トロピシ」ト略々同様ノ影響

ア受クルモノナリ。

患者病史

第一例

忠者伏阿茶、女＇ 33歳、漁業、昭和4年2月20日入院。

皇室｛専的関係 ー児由。肺結核ニテ、 F且父ず卒中ニテ1Eセル以外、他Ji澄i事的関係7知ヲメ。

既往
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現在症 三年前左側＿1::1股:11・右側ニ比三／テ少ジグ浮腫性エ腫脹V来ル事ユ書記付ヨh 同時ニ右側鎖骨上箆

msニ無痛性ノ臆物ノ生-11!'1レ7知リタリ。前Vテ時々左側上肢ユ放散スル疹痛ア Ho 拶fIレ病苦ノ、漸次ユ噌

ブtv約三ド年前ヨリ全身性倦怠食慾不振ノ度強F、滋勤ス νバ呼吸困難心停昂進ヲ惹起スルニ至声援病以

凍熱感無キ毛最近ハ更ニ.痩ミノ来νPo極限可良。火便ハ 1日1行。月経ハ不順ナリ。

現症僅格強大。栄養良。胸部及ピ腹部臓器エ病務ヲ見メ。

局所所見左側鎖骨上下詩部山音頭漫性ニ腫腫v、特ニ頚部下三角部ニ ρ 大入手拳ノ腫物ヲ親yν。覆皮

ニρ静脈怒張著明ナル毛書空色部7認、メ。又特殊持動ヲ示サメ。鴨下主主動ヲ命メレ共、腫物ρ共ニ運動セ

メ。局所ニ J、置豊混ノ上昇ナ F、鹿物ノ境界ρ!ll'JニVテ、軟骨稼夜度ヲ有γ、表面ρ犯凸。波動7透明V

得メ。皮膚ρ 容易ニ移動V符Jν宅、下床面ヨヲ腫物ρ全然移動三／符メ。叉之1、全F同性1iitノ腹物ア同銑

骨下宿ニ毛鰯！Vo左側肢禽ニ毛同＂＇ F掠指頭大ノ 1個ノ腫物ヲ胸ν、左上肢ノ場上運動戸水平位迄ユテ

限局サJV。吏ニ左側肩廊下角ノ直下ニ初挑賀大ノ同性放ノj産物アリ。之ノ、覆皮並ユ下床面下ヨリ移動V

符。

尿所見普通。血清"!7氏反感陰性。

手術 2月 23日。初メ舷窓部ノ腫物ヲ別出スル目的ユテ。皮！宵切開後該腫物ニ達セル"fr、腫物《

頚部ノ毛ノト連績三／居リ V故ユ試験片ノミヲトリ、次ニ右側肩仰骨下角直下ノ腫物ヲ金刻出v、以テ検

査用抗原液ヲm＂＂タ q。

顕微鏡的診断紡錘形細胞肉腫。

8 月20日。陣臓刻問。大キサ、重苦1・硬度空5・1型，テ乎i沼ニ毛／テ、顕微鏡的ニ毛重量イヒナV。

第ニ例

患者赤口1菜、男、 24鏡、教員、昭和14年3月6日入院。

選惇的関係父力。卒中ニテ死セル以外、他ノ遺｛導的関係7知ヲメ。

既fl・症 昭和3年5月左側大腿部ニ重苦痛性ノ腹張7＊＇：／、淑次ニ；！§大 V来。 10月手術7受F。然yレニ手

術後再ピ該部ニ無痛性ノ腫弦テ＊＂＇同年 13月本院ユテ手術ヲ受クタリ。而三／テ其後三度同様ノ腫張7局

PJfユ来γ、昭和4年1月本院ニテ手術ヲ受ク2月ニ退院セリ。

現在症 昭和4年2月本E主退院後左大腿部二時々出現スル鈍痛アリテ、四度開PJfニ何，席性ノ麗猿ヲ＊＂＂

現在ユ至yν。会慾可良。眼陸!P""！／不良。大使1日1行。

現症相格強大。栄養良。頭部、阪筒部、肘部ノ淋巴腺ρ腫張セメ。胸部、腹部殿様ニ病餐ヲ認、メメ。

局所所見下肢ヲ左右比較スJVユ太サニ務化ナv。左側大腿都ヲミ pνュ鼠践叙帯ノ直上ヲ之 1、並行ユ

定申長サ約10糠ノ手術疲痕創ア h 此ノ外側端ヨリ吏ニ大腿ノ前内側ヲ下ニ約35粧ヲ走yレ疲痕ノ広j悶ユ

ノ、純度ノI凹凸ヲ認ム Jレノミユテ他ニ特記ス－11rキ所見無v。鰯診スルニ疲痕ノ周図ρ 浸i閏ミノ、示f冒頭火ノ

腫物 73個鯛ν深部鮪診ヲ行フユ鼠践叙帯ヨ明 5糎下ニ Vテ、疲痕ノ内側ニ賞h 驚卵ノ！建物在 h 硬

度丹野カ性夜、境界ρ粉々翌年明。下床面下戸移動ジ得jレ宅、皮膚1、ρ移動＂＂符 7了。

ぷ所見普淘血清"!7氏反膝陰性。
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手術 3月9日。腰椎麻酔ノ下ニ服務ヲ周問ノ：筋肉ノ都子共ニ易問iセリ。

顕微鏡的診断紡銭形細胞肉態。

Als antigene T・.'lstmat白rialienwurden folgende herangezogen ：－一一

Die nativen Antigene. Die gekochten Antigene. 

1. w品目serigerExtrakt der von einer 

Paもientin(Fnsida) exstirpie1もen

Sarkoms=NSF. 

2. Wasseriger Extrakt der von der 

Patientin Fusida e豆町tirpierten

normalen Inguinalピlrilsen

(Kon trolle) =NL. 

3. ¥Viisseriger Extrakt der von der 

Patientin Fusida exstirpierten 

Milz (Kontrolle)=NM. 

4. ¥Yasseriger Extrakt des von einem 

Patirnもen (Akada) exstirpierten 

s乱rkoms=KSA.

5. wιsseriger Extrakt einer Narbe 

bei einem P叫ienten (Rontrolle) 

Do., eine halb自 Std.bei 100° C. 

gekocht=KSF30'. 

Do.=KL30’． 

Do.=KM30'. 

Do.=H:SA30'. 

=NB. Do.=KB30’． 
6. ¥Yiiseeriger Extrakt des von 

Patienten Akada exstirpierten 

::¥Iuskels, in ,-..-elchem das Sarkom 

eingebettet war (Kontrolle)=NU. 

7. Wiisseriger Ext.rakt der Driisen-

metastase im grossen Netz bei 

einem Krebs-P抗ienten=NK

8. W:is~eriger Extrakt eines Hiihner・

sarl玉oms=NSH.

9. ~Yii.sseriger Extrakも desHiilmer-

muskels, in welchem das obige 

S1rkom geimpftτvorden war. 

(Rontrolle)=NUH. 

Do.=KU30'. 

Do.=KK30’． 

Do.=KSH30'. 

Do.=KUH30’． 
Die nativen Antigene wurden日ohergestellt, indem die Materialien (S乱rkome,

?lluskeln etc.) im Verb品ltnissevon 1,0 gr. Substanz auf 5,0 ccm Medium miも0,85

proz. NaCl-LSsung emulgiert und die Emulsionen in einem bei 100つ Csieclonclen 
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Wasserbade 51¥ilinuten lang erhitzt, wobei gerinnbare Eiweissk0rper niederschlagen, 

und sch'l.rf zentrifugiert wurdeu. Die "entrifugate stellen eine grauweisslich 

getri¥bte Fhissigktie dar und werden der Kiirze halber 乱lsnative Antigene 

bezeichnet. 

Die gekochもenAntigene白indnichts an deres als die nati ven Antigene, welcl10 

in einem bei 100つCs.edenden Wasserbade des weiteren 30 l¥Iinuten erhitzt worden 

waren, wobei weder eine Zunabme der TrLibung noch eiu Niederscblag eutstand. 

¥Yir untersucbten den Ein日uss der obigeu naiirnn und gekocbten Antigene 

auf die Phagozytose von Staphylococcus pyogene雪 aureus beim spezifiscben 

Tropin in vitro. Ueber die Ergebniss白 derVersuch白 gibt-di自 folg・endeTabelle 

A ufschl uss. 

1) d. b. bei Vermischung des in乱ktiviertenSerums eines gegen Staphylokokken 

immunisierten Kanincheus. 

2) cl. h. mit elem inaktivierten Sぽ umeines nornrnlen Eaninchens. 

Zusammenfassung. 

J. Durch die 30 Min. lange Abkochung des nativen (d. h. 5 ::¥lin.ζelζn.:ht.叩）

Extraktes der Sarkome自owohlvon Menschen als auc:h Yon H(ihnern wnnle die 

spezi.fische Phagozytose (der Stapbylokokken) fordernde Eιhighit des Nati-rnxtraktes 

ausnahmlos betriichも.lichgesteigert. 

2. Anderseit.s fiihrten die n乱tivenExtrakte verschie<lerer Eontrollgewebe, wi自
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z. B. normaler Mu自keln,Driisen sowie Driisenmetastasen eines Magenkrebses, unter 

自onstgleichen Bedingungen bei weitem grossere Phagozytose (von Staphylokokken) 

herbei als die gekochten Extrakte. 

3. Die obige Feststellung lehrもunsnichts乱nderesals die Impedinwirkung 

des Sarkomgewebs auf die spezi:fische Phagozytose (von Staphylokokken). Somit 

sind wir zum Schlusse gezwungen, dass die Ursache der Sarkorne mikrobiotisch sein 

muss, weil die Irnpedinwirkung bisher nur bei nat加enmiTcrobiotischen Substanzen zu 

fonstatieren war. (Autoreferat) 


